
 

 

                        卒団によせて 

高２ 若月 鈴音 

私は母に勧められて小学校１年生のときに合唱団に入団しました。 

歌が特別好きでもなく、人見知りで消極的な私はなかなか合唱団に 

馴染めず、最初の頃はあまり合唱団が好きではありませんでした。 

それでも続けていく中でたくさんのことを経験しました。その中で 

も石巻に三回行き、歌わせてもらったことはとても記憶に残ってい 

ます。涙を流して聴いてくださるお客様がいらっしゃって、私たち 

が歌う意味はここにあるのだと気づきました。今では私は歌が大好 

きになり、合唱団も大好きになりました。 

     この一年間は団長という重大な役をやらせてもらいました。うま 

くいかないことが多く、逃げ出したいときもあったけれど、今はや 

ってよかったと心の底から言えます。団長として過ごした一年間は 

とても短く感じたけれど、一番中身の濃い時間でした。この先一生 

味わえないであろう貴重な経験となりました。 

私の生活の一部には常に合唱団があって、合唱団の存在はとても 

大きく、まさに私の青春です。十年以上続けてきた合唱団を卒団す 

るのはとてもさみしいです。ですが、合唱団で学んだことは一生忘 

れません。これまで支えてくれた家族や先生方、団員、ＯＧ・ＯＢ 

の方々、そしてお客様、私に関わってくれた全ての人に感謝します。 

ありがとうございました。 

 

卒団によせて    

高２ 大溝 有紀 

今日は私たちのコンサートにお越しくださりありがとうございま 

す。私たち高校 2年生はこのコンサートで卒団となります。私は 

2013年の春のコンサートを観客として聴き、私もこんな歌が歌いた 

い！と思い入団しました。今回のコンサートでは私が観客として聴 

き、入団を決めた曲である「汽車三題」を歌います。入団を決めた 

曲を卒団となる今日、今度は歌い手として歌うことができてとても 

嬉しいです。私があの時感じた感動を今度は私達が伝えられるよう 

がんばります！入団してからのこの 4 年間は私にとってとても素晴 

らしいものとなりました。合唱団に入って本当によかったと思えま 

す。この 4 年間の成果を今日出しきって歌いたいと思います。今日 

まで団のなかでも大変な事、楽しかった事、様々な事がありました。 

それらすべてひっくるめて、良いステージをお届けしたいと思いま 

す！よろしくお願いします。 

 

    鴨川少年少女合唱団主催コンサートの予定 

●２０１７夏のコンサート  ８月２０日(日)午後２時開演 

(千葉県南総文化ホール)     

 

          合唱団員募集！ 

鴨川少年少女合唱団では、一緒に歌う仲間を募集しています。 

  少しでも興味を感じたらぜひ鴨川市中央公民館に見学に来て 

  ください。お待ちしております！ 

 

 

 

 

ご挨拶にかえて 

 

２００６年８月２７日に南総文化ホールで開催いたしました夏の 

コンサートのプログラムに次の文を記しました。 

団員のある子が言いました。 

 「友だちと海で遊ぶ約束をして中央公民館の前を通ったら、合唱団 

の練習しているのが聞こえた。自分には関係ない！と通り過ぎた。 

合唱なんて面倒くさくて辞めたかった。それを何度かくり返した時、 

今戻らないともう戻れなくなるかもしれない･･･。 そんな気がして 

練習に顔を出した。 ずっと休んでいた自分を仲間は自然に迎えて 

くれた。 自分にはここがすごく大事な場所なんだって気づいた。 

あのとき戻らなければ自分が合唱団で歌うことはなかったと思う。 

卒団が近づくにつれ、それまで何が家族だ、何が感謝だよと思っ 

ていたのに、“笑顔”“あいさつ”“感謝”という、合唱団でいつも 

言われてきた言葉が、やたら心に響くようになった。 

今、素直に感謝できる自分があるのは合唱団のお陰と思っていま 

す。自分にとって本当にあったかい、ほっとする場所なんです」と。 

  戻った子がいれば、離れた子もいます。歌うのが楽しい時もあれ 

ば、辞めたいと悩むこともあるでしょう･･･。 

  続けることはすごいこと！ 

聴いて下さるお客様の温かいお気持ちが子どもたちの続ける力に 

なっていることは確かです！ 

あれから 11年近く経ち、当時幼稚園生だった男の子は高校１年生 

となり、今も歌っています。ひとつのことを続けるのは本当にすごい 

ことだと改めて思います。この体験がいつか彼らの支えになる！と信 

じ、合唱団を続けてまいります。 

  本日は、ご多用の中、足をお運びくださり誠にありがとうございま 

した。 

                   鴨川少年少女合唱団 

                     史郎・和貴子 

 

 

お願い 

●演 奏 中

えんそうちゅう

は、静

しず

かにきいてね！ 

    ● 客 席

きゃくせき

では、食

た

べたり、飲
の

んだりしないでね。 

    ●ロビーや、 客 席

きゃくせき

では走

はし

らないでね 

   〔保護者の皆様へ〕 

   お子様がぐずったり、騒いだり、泣き止 

まない場合には、一度ロビーに出るなど、 

周りのお客様への配慮をお願いいたしま 

す。尚、ロビーのモニターでコンサート 

の様子をご覧いただけます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 主 催／鴨川少年少女合唱団 

 

    後 援／鴨川市      館山市     鴨川市教育委員会 

           館山市教育委員会      南房総市教育委員会 

        鋸南町教育委員会      鴨川市国際交流協会 

        鴨川ライオンズクラブ 鴨川ロータリークラブ 

        房州日日新聞社    千葉県少年少女合唱連盟   

NPO 法人(JjCS)日本少年少女合唱連盟 

           

 

 



 

             

   

        ２０１７春のコンサートによせて 

 

             鴨川少年少女合唱団名誉顧問 本多 利夫 

 

     吹く風にも春の香りを感じる頃となりました。 

     ご来場の皆様には、お元気でご活躍されておられるご様子、

何よりでございます。 

 本日は、鴨川少年少女合唱団春のコンサートが多くの皆様の

ご来場を賜りまして盛会に開催されますこと、関係者の一人と

して大変嬉しく存じております。 

 合唱団は、昭和５８年に発足し３４年目を迎えておりますが、

も達は歌唱力の向上はもとより、情操、感性豊かな人間として

力強く成長されておられると伺い、又卒団生の皆様も先生ご 

夫妻の薫陶を生かされ各分野でご活躍されておられるとの事、

誠に同慶にたえません。 

 合唱団は、これまで年２回のコンサートの開催、福祉施設へ

の慰問コンサート、海外友好姉妹都市への交流訪問、そして今

年丸６年を迎えております東日本大震災被災地石巻市へ一日

も早い復興を願って三度の慰問公演を実施してこられました。 

こうした数々のご功績が認められ、昨年１１月には教育功労賞

を受賞されました。合唱団は、自己研鑽はもとより数々のすば

らしいご功績を挙げておられますが、少子化が進む中団員の確

保も一段と厳しいものがあると伺っております。 

 ご来場の皆様はじめ、関係者の皆様のより一層のご協力、お

力添えを賜りますよう、私からもお願い申し上げ挨拶とさせて

いただきます。 

 

 

髙橋憲悦氏（石巻市議会議員）とのご縁 

     2012 年 3 月、鴨川少年少女合唱団は初めて石巻市を訪問。 

     当時、髙橋憲悦氏が館長をされていた“こもれびの降る丘遊

楽館”のロビーで歌わせていただいたことがきっかけで、その

後も 2013 年、2016 年と訪問させていただいております。 

     2012 年 8 月には、南総文化ホールにいらしてくださり、震

災についてのお話をしてくださいました。その後、2014 年の

夏のコンサート、そして今回と計 3 回館山に足を運んで下さっ

ています。 

     東日本大震災で、大川小学校の子ども達をはじめ、多くの方

が 犠牲になられた地域でお仕事をされていた髙橋氏から、報

道などでは知ることの出来ない貴重なお話をたくさん伺いま

した。 

     「ケンカしていても、出かける時は笑顔で！ それが最後の

別れになって後悔している人もいるんだよ」  

この言葉をもう一度胸にきざみ直したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

オープニング  

  よさこいソーラン（踊り） 

 

第１部 日本のうたメドレー 

                  指 揮  史郎  ピアノ 鈴木信太郎 

１. どこかで春が        

作詞 百田宗治   作曲 草川 信    

２. どんぐりころころ   

作詞 青木在義   作曲 染田 貞    

３. めだかの学校 

作詞 茶木 滋   作曲 中田喜直         

４. 夕やけこやけ 

作詞 中村雨紅   作曲 草川 信    

５. 荒城の月        

作詞 土井晩翠   作曲 滝廉太郎 補作編曲 山田耕筰       

６. 七つの子   

作詞 野口雨情   作曲 本居長世  編曲 薬師神武夫 

７. あのこはたあれ 

作詞 細川雄太郎  作曲 海沼 実  編曲 薬師神武夫 

８. 汽車三題(汽車ぽっぽ，汽車，汽車ポッポ) 

編曲 薬師神武夫 

  ９． ソーラン節 

           北海道民謡            編曲 青島広志 

１０． 会津磐梯山 

福島県民謡            編曲 石丸 寬 

 

 

第 2 部 特別出演 

 

双子デュオ「健太康太」 

               

2016年５月２８日（土）放送のテレビ東京 

「家､ついて行ってイイですか？」で､双子 

デュオ健太康太さんを初めて知りました。 

母親と彼ら２人の他に弟さんと妹さんの５人家族で育った健太康太さん、  

決して裕福とは言えない家庭だったようですが、５人で力を合わせて 

生活し、高校卒業後は２人で働いて弟さんを大学まで卒業させたそう 

です。 

弟さんの大学卒業を待って「これからは自分たちのやりたかった事 

をしよう！」と、２６歳の時に音楽活動をスタート。 

『勝手に武者修行』と称してニューヨークに渡り、日本に戻った日が、 

東日本大震災が起こった３月１１日。 

すぐに被災地に出向きその後もずっと訪問を続けているとのこと。 

彼らは家を持たず、車を住み処として生活しながら日本中を巡り歌を 

 

 

 

 

届けています。 

家庭環境などで夢をあきらめてしまうのではなく、先ずはその環境 

の中で出来る事をして、その後夢を叶えようと頑張る姿、そして何よ 

りも彼らの家族への想いに感動し､『ぜひ､私どものコンサートに出演 

して欲しい』と依頼しました。 

   二人の声の温かさと想いのこもった歌が素晴らしいのです！！ 

 健太康太さんの歌やお話の中に、もしかしたら今忘れてしまっている 

かも知れない大切な事に気づいたり家族への感謝を思い出したり・・・ 

   そんなプレゼントがかくれているかもしれません。 

 

 第３部 わたしたちの好きな歌 

              指 揮  史郎  ピアノ 鈴木信太郎    

１．美しいチロル 

               オーストリア民謡        編曲 薬師神武夫 

  ２．ひばり 

作詞 ディミタル・パンテレエフ 作曲 アレクサンドル・テケリエフ 

  ３．童神(わらびがみ) 

               作詞 古謝美佐子 作曲 佐原一哉  編曲 宮下はる美 

４．フィンランディア賛歌 

               作詞 関 忠亮  作曲 シベリウス 

  ５．ＹＥＬＬ 

               作詞･作曲 水野良樹       編曲 鷹羽弘晃 

  ６．旅立ちの時 ～Asian Dream Song～ 

               作詞 ドリアン助川 作曲 久石 譲  編曲 富澤 裕  

７．花は咲く 

               作詞 岩井俊二   作曲･編曲 菅野よう子 

  ８．さようなら 

               作詞･作曲 倉品正二       編曲 吉田雅博 

 

【鴨川少年少女合唱団員】 ★は 28年度団長、☆は副団長  

高３  鈴木 柚奈  長谷川奈緖  小川日菜子  堀江 南帆 

  山口 莉奈 

高２ ★若月 鈴音 ☆大溝 有紀 

高１  金野 琉聖  川戸 来美  大塚 菜緒  平野菜々葉   

鈴木 麻由  堀江 祐丞  (庄司 朱花) (佐久間凌香) 

中３  山口 春萌  濱崎 優直  根食 拓海 

中２   平野香菜枝  庄司 咲季  山田こころ  (鈴木 奏太) 

中１  星場 未宇  渡辺 杏奈  吉野  快 

小６  犬石 彩貴  佐久間大輝  庄司 由季  山口 郁斗 

  川俣 快斗  中野 翔太  小原 千奈  廣田 美月 

小５   吉野  爽  吉田 真己  清水 直緒  川名 佑磨   

小４  佐藤 皓月 

小３   渡辺 桃佳  泉 優樹   ※(   )は部活のため休団   

小２  山田 莉乃   若杉 愛々 

小１   吉田  文  中野 栞那 

年長  泉 菜月樹         年少  若杉 望々 

 

   


